
小学校第５学年社会科学習指導案 
日時 平成２４年１０月３０日（火） 

指導者 ５年担任 教諭 宮本ルミ 

 

１ 単元名  「これからの食料生産とわたしたち」（東京書籍 ５年上 ｐ82～ｐ91） 

 

２ 単元について 

（１）ねらいについて 

 本単元では、我が国の産業学習として、農業や水産業の様子、農業や水産業と国民生

活との関連について学習する。それによって、様々な食料生産の特色や役割、食料確保

の現状、運輸の働きを児童に理解させることができる。 

また、食料生産の現状や食料を輸入している国、交通網などを調べる上で、地図や地

球儀、統計などの各種の基礎的資料を効果的に活用でき、資料活用の技能を児童に身に

付けさせることのできる教材である。さらに、これまでの学習を生かしながら、我が国

の食料生産のあり方について具体的に考えさせていくことができるものである。 

   

（２）系統について 

 

１ 米作りのさかんな 

    庄内平野 

     （６月～７月） 

  

２ 水産業のさかんな 

  静岡県 

       （９月） 

  

３ これからの食料 

    生産とわたしたち 

  （１０月 本単元） 

 

（３）児童の実態について 

  ※ 省略 

 

 

 

 

 

（４）指導にあたって 

 ○ 導入場面では、店で扱われている食料品や日本の３０～４０年間ほどの食生活の

変化、食料品の購入の仕方などについて調べて学習問題をつくるが、実際にスーパ

ーマーケット見学をしたり、家族への聞き取りをしたりする活動を取り入れ、学習

課題が児童にとってより身近なものになるようにしたい。 

 ○ 食料生産の現状や変化について調べる資料として、各種の統計資料を使用する

が、グラフの基本的な読み方については、丁寧な指導を心がけたい。そのためには、

資料を拡大提示して着眼点を明確に示すようにする。 

 ○ 全体で考えを広げたり深めたりする場では、自分の考えと資料との関連を意識さ

せるようにし、根拠をもって意見を述べる力を育てる。 



 

 

３ 単元の目標 

  我が国の食料生産には、働く人の減少、環境への影響、安全性、低自給率などの問題点

があることを理解し、安心・安全な食糧確保のための食糧確保のための食糧生産のあり方

を考えようとする。 

 

４ 単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての

知識・理解 

自分の生活と食料生

産との関わりをもとに、

我が国の食料生産の現

状と未来について関心

をもち、我が国の食料生

産の発展を願ってその

ためにどうすればよい

のかを考えようとして

いる。 

我が国の食料生産

をめぐる問題につい

て、学習問題や予想、

学習計画を考え表現

するとともに、環境へ

の影響、輸入食材の安

全性、生産者と消費者

などの観点をもとに

思考・判断したことを

適切に表現している。 

我が国の食料生産

の問題点について、

統計など各種の資料

を活用するなどして

必要な情報を集めて

読み取り、図や文章

にまとめている。 

我が国の食料生産は

国民生活を支えている

ことや、これからの食

料生産には、就業者の

減少、食品の安全性、

環境保全、自給と輸入

の関係、生産者と消費

者の新しいつながりな

ど、様々な課題がある

ことを理解している。 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用のポイント 

①教師の活用ポイント 

・写真や統計資料を実物投影機とプロジェクタで拡大提示して示すことで、課題に対

して興味を持たせたり、焦点化したりする。また、資料の読み方などの基本的なス

キルについても、くり返し指導を行い身につけさせる。 

②児童の活用ポイント 

・自分の考えを述べる際の根拠となる資料やノートなどを、実物投影機とプロジェク

タを活用して全体で共有できるようにし、話し合いに生かせるようにする。 



５ 指導計画及び評価基準（４時間扱い 本時は２時間目） 

時 学習活動 指導上の留意事項 関 思 技 知 評価基準・評価方法 

１  スーパーマーケ

ットの野菜売り場

の観察や、食の安全

に関する新聞記事

などから学習問題

をつくる。 

・スーパーマーケット見学

を実施する。品種、値段

産地表示などの視点を与

えて観察させる。 

・食の安全と関連づけて、

自分ならどんな野菜を選

ぶかなど、話し合いなが

ら学習課題を持たせる。 

◎ ○    調査や資料でわかった

ことをもとにした話し合

いを通じて、我が国の食

料生産に関する課題を見

いだして、学習問題を立

てている。 

２ 

 

 30～40年ほど前

の食材と現在の食

材との違いを調べ、

統計資料などから

食生活の変化の理

由について調べて

まとめる。 

・各種の統計資料をもとに

食生活の変化は、食料生

産の変化であり、輸入量

の変化でもあり、自給率

の変化でもあることに目

を向けさせる。 

  ○ ◎  家庭の食生活の変化に

よって、食料品の輸入が

増え、食料自給率が減少

する等の問題が生じてい

ることを理解している。 

３  統計資料などか

ら、食料生産の現場

の変化を読み取る。 

・土地利用の変化、就業人 

口、農業をする会社数の

変化に目を向けさせる。 

・食材の購入方法が新しく 

なっていることや、地産

地消の取り組み等から、

これからの食料生産の在

り方を考えさせる。 

 ○ ◎   統計資料などの資料か

ら、土地利用や就業者数、

農業を経営する会社の数、

生産者と消費者との関係

などが変化していること

を読み取っている。 

４  食料生産と環境

とをつなげて、水を

媒介として大きな

観点から見ていく

と、すべてがつなが

っていくことを調

べる。 

・陸と海と空とのつながり 

を、水を媒介として考え

させ、簡単な模式図にま

とめさせる。 

◎  ○   食料生産と環境とのつ

ながりに関心をもち、安

心・安全な食料の確保の

ための環境保全の大切さ

を考えようとしている。 

 

 



６ 本時の展開 

（１）目標   家庭の食生活の変化によって、日本が食料の多くを輸入に頼っている問題

に気づき、食糧の自給を高めていくことの大切さを理解する。 

（２）展開 

過

程 

学習活動、主な発問（Ｔ） 

予想される児童の反応（Ｃ） 

指導上の留意点・評価 備考 

ICT活用 

導

入 

５ 

分 

 

 

 

１ 30～40年ほど前と現在の食材とを

比較し、変化について話し合う。 

 

(T)２つの写真を比べましょう。 

(C)今の方が食材が多いね。 

(C)和食から洋食になってきた。 

(C)魚から肉が多くなったね。 

・昔と今の食事例の写真を並べて提示

し、食材の種類や数を比較しやすく

する。 

・一年中食べられる物、外国から輸入

される果物などにも着目させ、めあ

てにつなぐ。 

 

 

プロジェクタ 

スクリーン 

実物投影機 

PC 

 

展

開 

30 

分 

２ グラフから読み取ったり、考えた

ことをまとめる。 

(T)教科書の資料から、わかることや考

えたことをシートに書きましょう。 

・資料① 食料品別の消費量の変化 

・資料② 食料品別の輸入量の変化 

・資料③ 日本と主な国の穀物自給率の変化 

・資料④ 耕作放棄地面積のうつり変わり 

 

３ グラフから読み取ったことや考え

たことについて話し合う。 

 

 

 

 

 

(T)気づいたことを出し合いましょう。 

(C)主食の米が減っています。 

(C)米以外の食料品の輸入が増えてい

ます。 

(C)田畑の面積が減っています。日本の

自給率が一番低いです。 

(T)輸入できなかったら、日本の食料品

はどうなるかな？ 

(C)食料品が不足して困ると思います。 

 

 

・ワークシートにグラフ資料を印刷 

しておき、気づきや自分の考えを

自由に書き込ませる。 

 

 

 

 

能動型学習 （ポイント） 

・意見の交流の際には、児童のシート

やグラフ資料を拡大提示し、理由や

根拠を示しながら発言させ、考えを

共有できるように板書に整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ基準Ｂ基準に加え、考えの根拠とな

るいくつかの資料を関連づけて考える

ことができている。 

<B基準に達していない児童への手立て> 

○グラフ資料の読み取りを、視点を提示しな

がら一つ一つ指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実物投影機 

プロジェクタ 

スクリーン 

PC 
【言語活動】話し合い活動 

 自分の考えを広げたり、深めたり

するために、根拠をもとに話し合

う。 
◆知識・理解（シート・発言） 

Ｂ基準グラフの読み取りから、家庭

の食生活の変化により、食料品の輸

入が増え、食料自給率が減少するな

どの問題が生じていることを理解し

ている。 

めあて わたしたちの食生活の変化や問題点について調べよう。 



終

末 

10 

分 

４ 学習のまとめをする。 

(T)今日の学習でわかったことや、もっ

と調べてみたいことは、どんなこと

ですか。 

 

 

(C)輸入に頼らない食料生産を目指す

には…。 

徹底指導  （ポイント） 

・「食生活の変化」「輸入のプラスと

マイナス」などの視点を持たせ、シ

ートに自分の言葉で学習のまとめを

させる。 

 

・食料生産における「問題点」にふれ

次時の課題へとつなぐ。 

 

 

 


